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現 在 、 わ が 国 では 教 育の 見 直 し が 行 われ 新 しい 教 育 が 求 め られ て いる 。 そ れ に 伴 い、 教 育現

場 で の 教 師 に はこ れ まで 以 上 に 高 い 資質 が 求め ら れ て い る 。  
教 員 養 成 を 目 的 と す る 本 学 に お い て 、 教 師 を 目 指 す 学 生 の 資 質 を ど の よ う に 向 上 さ せ る か が

重 要 か つ 急 務 な 課 題 と い え る 。 さ ら に 、 大 学 に 入 学 し て く る 学 生 の 学 力 低 下 が 見 ら れ る 状 況を

考 え る と き 、 本学 の 教育 を 今 一 度 新 たに 見 直す こ と が 必 要 であ る 。  

本 研 究 は 、 主 と し て 初 等 ・ 中 等 教 員 養 成 課 程 の 学 生 の 数 理 的 資 質 の 向 上 に 焦 点 を 絞 り 、 そ の

実 現 を 目 指 す カ リ キ ュ ラ ム を 開 発 す る こ と で あ る 。 従 来 の 教 員 養 成 課 程 に お け る 数 学 カ リ キュ

ラ ム を 再 考 し 、新 し い構 造 と 系 列 を もつ 数 学授 業 科 目 群 を 提案 す るこ と を 目 指 す 。  
本 研 究 の 目 的 は以 下 の通 り で あ る ｡ 

 

•  小 学 校 か ら 中 学校 、高 等学 校 、そ し て 大学 に 至 る一 貫 し た 数 学 カリ キ ュラ ム の 体 系 の 整

備 、構 築 を 試 み、そ れ によ っ て 学 生 が 教師 と して 現 場 に 出 た とき 、児童 生 徒 の 実 態 を考

慮 し て 最 適 な 発展 的 内容 を 構 成 で き 、児 童 生 徒の 潜 在 力 を 最 大限 高 める 指 導 が 期 待 でき

る こ と を 目 指 す。  

•  高 等 学 校 を 修 了 す る ま で の 学 習 内 容 に お け る 基 本 的 な 数 学 的 概 念 や 技 能 に 関 す る 体 系

を 整 理 し 、 そ れ を 元 に 学 生 が 高 い 立 場 か ら 学 校 数 学 を 展 望 す る こ と が 可 能 に な る こ と

を 目 指 す 。  

•  従 来 の 教 員 養 成 課 程 に お け る 数 学 カ リ キ ュ ラ ム を 再 考 し 、 新 し い 構 造 と 系 列 を も つ 数

学 授 業 科 目 群 の提 案 を目 指 す 。  

 

以 上 の 目 的 に 従い 、 次の こ と に つ い て検 討 を加 え た 。  
•  こ れ か ら の 小 学校 、 中学 校 、 高 等 学 校に お ける 数 学 ・ 算 数 教師 に 求め ら れ る 数 理 的素

養 に つ い て 。  
•  高 校 で 新 指 導 要領 を 履修 し た 学 生 へ の対 応 につ い て 。  

「 教 育 内 容 の 厳選 と 基礎・基 本 の徹 底 を 図 る」「 学 習 負 担 を 軽減 す る 」「 選 択 の 幅 を 一

層 拡 大 す る 」を 基 本 方針 と す る 新 指 導要 領 のも と で 学 ん で きた 学 生の（ 共 通 ）学 力 と は

い か な る も の か（ 欠 落し て い る も の はな い か ）。 そ の 学 生 た ちに ど のよ う な 対 応 が 必要

か 。  

•  現 在 の 学 部 に おけ る 教育 実 践 に 基 づ く学 生 の実 態 把 握 。  

•  教 員 養 成 学 部 の教 育 にお い て 求 め ら れる 数 学の 内 容 と カ リ キュ ラ ム構 成 に つ い て 。  

•  現 行 の カ リ キ ュラ ム の吟 味 。  

•  入 試 科 目 に つ いて の 検討 と 、 今 後 の 方向 性 につ い て 。  

 



研究成果発表方法  
○ 「 数 学 教 育 にお け る授 業 研 究 を 通 した 教 師教 育 の 展 開 と 課題 ー 授業 研 究 を 推 進 する 過 程で 見

出 さ れ た 困 難 点ー 」 藤井 斉 亮 、 第 44 回 日 本 数学 教 育 論 文 発 表会 論 文集 、 pp.69-76 

○ Implementing Japanese Lesson Study in Foreign Countries: Misconceptions and 

Constraints revealed 

Toshiakira Fujii 

Symposium on Lesson Study in Science and Mathematics 

28th January 2012, Hiroshima, Japan 

○ 整 数 の 乗 法 ，除 法 の問 題 場 面 で の ４年 生 の子 ど も の 比 例 的推 論 の実 態  

Students' proportional reasoning on multiplication and division problem situations. 

日 本 数 学 教 育 学会 誌 93（ 6) 2 -10 
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